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[序論] 

局在表面プラズモン共鳴（LSPR）現象はナ

ノメートルサイズの金属に光が照射された際

に生じる表面電荷の集団振動であり、金属表面

の屈折率変化に非常に敏感であることからバ

イオセンサーとしての応用が期待されている。

我々は、アルミニウムを陽極酸化することで得

られる陽極酸化アルミナ(AAO)の自己組織的

に形成された周期的ナノ細孔構造に着目した

[1]。本報告ではこの AAO ナノ構造を利用し

て局在表面プラズモン共鳴現象（LSPR）を励

起する簡易、低コスト、かつ高感度なバイオセ

ンサーを提案する。本報告では、ナノ孔の幅や

深さがセンサー感度に与える影響について牛

血清アルブミン(BSA)を用いて評価した。 

[実験方法] 

Al 基板(2.5 mm×2.5 mm)をシュウ酸(0.3 M, 

液温 0 ℃)に浸漬し、40 V の電圧を印加して陽

極酸化処理を行った。ここでは均一な周期性を

持つ細孔構造の形成のため二段階陽極酸化法

を用いた。二段階目の陽極酸化後、リン酸 5 

wt%で孔径拡大を目的としたエッチング処理

を行った。その後スパッタリング法により

AAO 構造上に金薄膜を約 30 nm の厚みで堆積

した。作製した基板上に 4 通りの濃度に調整し

た BSA(1, 10, 100, 1000 μg/ml)を 5 µl ずつ滴下

した。30 分放置した後、純水により洗浄を行

った。デシケーターに 1 時間保存した後、反射

率測定を行った。BSA 滴下前後の反射スペク

トルにおいてピークシフトを調べることによ

りバイオセンサーとしての性能の評価を行っ

た。 

【参考文献】 [1] T Shimizu, et. al., Trans. 
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No. 4-2,  P 231-234． 

[結果] 

二段階目の陽極酸化後、走査型電子顕微鏡

(SEM)を用いて表面観察を行った結果、孔径が

約 30 nm のナノホールが得られた事を確認し

た。なおこの際、孔深さは以前に導出したレー

トを元に、1.0 µm を目標として作製している。

リン酸(5 wt%)を用いたエッチング後は孔径が

それぞれ約 45, 60, 75 nm 程のナノホールが得

られた。その後スパッタリング法にて金薄膜約

30 nm 堆積後、表面観察を SEM にて行った

(Fig.1)。その結果 AAO 構造上に金薄膜が堆積

した周期性ナノホールを確認した。次に BSA

の滴下によるそれぞれの波長シフトの結果を

Fig.2 に示す。Fig.2 から孔径が増加することに

より波長シフトも増加することがわかった。ま

た BSA 濃度による波長シフトの相関性も見ら

れた。これらの結果から AAO ナノ構造を利用

することでバイオセンサーに応用できる可能

性が示された。 

 

 

 

 

 

Fig.1 金薄膜スパッタ後表面観察 SEM 像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 BSA 濃度-孔径 波長シフト 
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